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　水稲F1 品種 は Hybrid　Vigor に 由来 した 釧 又が期待 され、中国に お い て は確か に食糧供給 に大きな貢献 を

果 して お り、そ の 多収性が 評価さ れて い るが 、 今 日で は食味 の 観点か らも検討の 対象 とな っ て い る 。 本試

験 に 用 い たF1品種 も、生産地 で高い食味評価が得 られて い る （1998）。 本研 究では、水稲 F1品種 の 根系

生育に っ い て 、 1）土壌中に おける根長 と根重 の 階層構造、2 ）根か らの い っ 泌液量を指標 と した根の 生

理 活性の 定量化 に つ い て 検討 した 。 ま た 、収量 および 収量構成要素の 解析と玄米の 食味成分に 関する検討

も行 っ た。

　材料お よび方法 ；F1 品種と して 、　 MH200 工、　MH2003、　MH2005 を供試し、対照品種 と して は コ シ ヒ カ

リとlnga （オ
ー

ス トラ リア の 長粒種）を用い た 。 実験は金沢大学教育学部角間農場 に て 実施 した 。
1998年

4月 14日 に供試晶種を 育苗箱に播種 （60g播き）し、 本田移植は 手植え に よ り、5月 15日 に行 っ た ，， 播種密

度は53株 ／坪 と し、 1 株 Z−3本植え と した 。 基肥 と して 、い しか わ有機入 り056号 （有機 2｛〕％ 含む ）

（N −P20s−K＝10％−25％−16％ ）を 30kg ／ 10a 施 用 した 。7 月 17 日 に 追 肥 と し て 、 日 の 本 2 号

（N −PzO5−K ＝ 12％ −8％ −10％ ） を 10kg／ 10a施 用 した 。 中十 しは 実施 せ ず、常時湛水状態 で 管理 した。 そ の他

の 管理は慣行法 に準 じて 行 っ た c， 根系調査 は株間と株直下 （9月23日の み調査）に つ い て、コ ア サ ンプ ル

法 （φ53mm ，400mmD ）を用 い て各 々 3箇所 につ い て、7月 14日、8月8目、9月23日に実施した。採取 した

土壌 コ ア は地 表面か ら／D  間隔で 分割し、各 コ アをHy 〔ir〔｝clnie 　R〔｝〔｝t　Washing　Unit（Primar）・　Sieve　O．41mm ，

Glllis。n1s　Co 　Ltd，　U ．S．A ．）を用 い て 土を洗 い 流 した の ち、手作業 に て ゴ ミ等を除去 し、根系 サ ン プ ル と し

た 。 画像解析装置 を用い て 根長を測定 したの ち、80℃ に て 24時間通風乾燥させ て根乾物重を測定 した。根

系か らの い っ 泌液量 の測定は 、
7月11日と8月 8日に 実施 した 。 地際か ら8cm−10cm の高さで 茎葉部を切除 し

た直後 の 株を用 い て 、茎葉切除後 1時聞の 出液量と、切除後 Vl寺間を経過した 時をゼ ロ タイ ム と して、こ

こ か ら 1時間 の 出液量を測定 した
、
MH2001 の 収穫 日は 9月18日で あ り、

MH2003 とMH2GO5 は10月30日 に

収穫 した 。 玄米の 食味成分は 、 近赤外食味分析計 （GS −2000、静 岡製機）を用 い て行 っ た 、，

　結果お よび考察 ： 7月14日 と8月8H に おける根長 に は、品種 に よる有意な差異は認め られなか っ た 。
9

月23 日の 株間 に お ける 総 根長 に は 有意 な 品種間差異 （p＜ O．05） が 認め られ、MH2003 （1，318mm ） ＞

MH2005 （746mm ） ＞ MH2001 （220mm ）を示した 。
　MH20G3 は 、 1壌 表面か ら10  の 階層で も大きな根

長を示 し、10−20cm ，20〜30〔rmおよび10  以下の 総根長 に 関して もMH2005 より有意に大きく、土壌全体 の

根長分布が大きか っ た （表1）。 根乾物重に 関して は、根長と同様の 結果が示された。7月 L4日お よ び8月 8

0 の 調査 で は 、lngaや コ シ ヒカ リとF1品種 との 間 に有意 差が 認められ た もの の 、　 F1品種聞で の有意差は認

め られなか っ た。9月 23 日 の 株間 に おける総根乾重 は 、
MH20 〔｝3 （220mg ） ＞ MH2005 （149mg） ＞ ilga

（95mg ） 〉 コ シ ヒカ リ （85mg ） ＞ MH2001 （49mg）を示 し、　F　1品種 間で 有意差 （p＜ 0．05）が認め られ た

（表2） 。 株直下に お ける総根乾重 に は有意な 品種 間差異は 認め られな か っ たが 、IO−・20cni，20−・30cm ，

30−40enlおよび 10  以下 の 階層で MH2003 ＞ MH2eO5 を示 し、有意差が 認 め られ た 。
7月 11日 と8月8iiに お

ける 1株あた りの い っ 泌液量 は MH2003 で多 く、
MH2005 とは有意な差が認め られ た 。 分げっ 茎 1本あた

りの い っ 泌液量 で検討した場合で もMH2003 は MH2005 より有意に大きい 値を示 した （表3） 。 茎葉部を切

除 して 1時間経過 した後 に 測定する と 泌液量は減少す るが、出液量 に関す るF1 品種聞で の 順位 に は変化

は な か っ た 。 根長と根乾重 お よ び根か らの い っ 泌 液量 と の 閼 に は 正 の 密接な関連性があ る こ とが認められ

た 。 収量 はMH2001 とMH2003 で 677kg／ 10aを示 し、　MH2005 で は623kg／1〔｝a であ っ た 。 食味関連成分 とそ
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の 評価は表4に示した 。
MH2003 は、　Fl品種 で あ りな が らもタ ン パ ク含量が少な く食味評 価 の 点 で優れ て

い た 。 本実験 で は 、
コ シ ヒ カ リを念頭に 入れた施肥管理を行 っ たため、F1 品種栽培上 の 標準的な施肥水

準よりは低 か っ た もの と考えられる。 施肥水準を一ヒげた 条件での根系生育や土壌中に おける根系の 階層分

布およ び根の 生理活性の 変化 と収量構成要素 との 関連は 、 今後検討 しなけれはならな い 事項で ある 。 供試

した F1品種の 中で は、　MH2003 の 特性が優れて い るもの と考え られ たが 、こ れは 土壌の広 い範囲に 根を 生

育させ る こ とで 生育期間を通 して肥料成分の吸収を行 っ て い る こ とが原因の
…

っ で あると考え られる。
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　　 表 1 。 株 間に お ける F1水稲品種 の 根長 階層分布

＿一 一 ＿fi＿SL＿＿
F1 ロ 0・・IDc皿 10−20cm20 −3Dcm 30−40cm 　　　　王O＿40Gm ♂

公

200120032005LSDOe598．5±45．Ocm
639、5±237．3
359，6士 123 ．4
　 3129

62．8 ±　12、9cm 　 43，9± 　8、5じm

323．0±124，4　　 295 、9よ 120，7
138．2士　61．3　　　204．7± 1フ1．5
1606 　　　　　　　2421

15，2±14．6cm 　121，9± 8ボ8　crn

60．D 士 31、3　　　678、9± 154．9
43．5±46．9　　 386、4士195．8
67、2　　　　　　　288．1

22D．4 ± 53、8cm
1319．4±259．7
746．1±318、5
477．4

坪 均値 ±標準誤差 （コ
＝3）、零1 コ アサ ンプル法 に より、199S 年9月23日調査

表 2 。 株間 に お け る Fl 品種 の 根乾重 の 階層 構造

＿一
‘

凵　　」
0−10crr110 −20cm20 −3．　Dcm

Fl　2001F120D3F12005

コ シ ヒ カ リ

IngaLSD

　＝005

20．6 ± 10．4mg 　I9．D ±　55 皿 g
1［，呂．3 ± 37．2　　　58．6 ± 19．8
68、0 土 17．7　　　36、3 主 16．1
45．6 士 29、0　　　30．3 ± 2D、8
27．3 ± IS．エ　　 31．0．主 12，5

　 436 　　　　　 290

7．3±　3．5mg
45．0士　7．537
．6 丈 27．56
．6 ＝ 　 6．4

25．D土　 3．0241

30−40cm　　　　10一
2、D‡2．6皿 g　28，3 土 9．6mg
8．D 土 6．D　　　111 、6 ± 22．6
7、3 ± 8．D　　　　81、3土31．5
3．0±2．0　　　4e、0 忠 26．O

l2．3 士フ、5　　　68．3士　7．7
　 105 　　　　　39、3

49．0±19．9mg
220 、0 ± 31、9
149、3 ± 49．8
85．6 ± S3．295
．3 主 17．467
．8

’
平均M ± 標準誤差、＊ 1998 年9月23 日調査

表 3。根 系か らの い っ 泌液 量の 品種 間差異

註種名 泌 液量 ／　 ・hr　 泌 液量／ 1茎　 地 上音　 重 ／ 地上。　
←
重／ 1茎

Fl　2001Fl

　2003F12005

コ シ ヒカ リ

エngaLSD

　＝O．05

12．8斗±D．97mg
1097 士2．26
7．41 土 0．445
．16±O，96

16．OG± 1．25241

0、46 ±0．15mg
D．49±O、030
、26± O．06

0．21±0．03
0．99±0．L7
　 D20

23．88±7、02
17．40 ±5．25
18．71±5，1D
13．09主工．王1
12．03 ±2．59
　 856

O、81± O．06D
．77±O．e70
．63± 0，070
．55±0，05

0．73 ± 0．09
　 013

’

平均値± 標準誤 差 （n＝5）

＊1998年7月11日調査

表 4 。収 量 お よ び 収 量構成 要素

品種名 1穂籾数 　 登熟赤A

Fl　2001F12003Fl

　2005

コ シ ヒカ リ

IngaLSD

　＝005

19／エ 37．0　75± 6，6％

183 ± 30．3　　84± 3．9
195± 33．6　88± 4．7
127±20．8　 62±9、6
176士38．0　53±7．6
237 　　　 76

玄
t一
収量 　　 穂 数／株 　1穂

’
数 1，000粒重

677，6k副10a

677，6623
，1420
．7311
．5

18．817
．Ol7
．821
．818
．6

19王

183195127176

19．7918
．519518

．715
．3

＊
平 均 値 ±標 準誤差 （5株〉、申1998年9月29日調 査、＊栽植 密度 は 53株／坪

表 5 。　 玄米 の 外観 品質お よび 食味成分

m
孰 ンパ

Fl　2eo1　　　70．3％
F12003 　　　8L4

Fl　2005　　　86．6
コ シ ヒ カ リ 67．4
】na 　　　 54．o

22．5％
12，910
．814
．637
．3

14．3％　　8、3％
14．7　 　 7．7
14．8　　 7．5
／4．5　　 8．6
13、9　　 9．3

：
ロ
ー
　 Ea u

ユ7．5％
18．719
．318
．415
．0

682

ユ

4

11123 7ヨ　　　 75

73　　　 78

73　　 　 78

75　　 　 70

76　 　　 66
＊
近 赤外 食味分析計 （GS −2000，静岡製 機 ）で 測定
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